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晩
清
の
女
流
知
識
人
・
単
士
釐
（
一
八
五
八
~
一
九
四
五
）
は
、
外
交
官
の
夫
・
銭
恂
（
一
八
五
三
~
一
九
二
七
）
に
随
っ
て
、
一

八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
に
初
め
て
日
本
の
地
を
踏
み
、
一
九
〇
七
年
に
銭
恂
が
欧
州
へ
赴
任
す
る
ま
で
、
し
ば
し
ば
日
本
に
滞
在

し
た（

１
）。
こ
の
間
、
夫
の
ロ
シ
ア
行
き
に
も
随
行
し
、
中
国
人
女
性
初
の
海
外
旅
行
記
『
癸
卯
旅
行
記
』
を
著
し
た
。
ま
た
、
日
本
語
を

習
得
し
て
翻
訳
に
挑
戦
し
、
複
数
の
日
本
人
女
性
た
ち
と
親
好
を
結
ん
だ
。
そ
の
様
子
は
、
彼
女
の
詩
文
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
と
り
わ
け
下
田
歌
子
や
津
田
梅
子
ら
著
名
人
と
の
交
流
は
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
詩
文
に
名
の
あ
る
日
本
人

三
名
（
柳
原
氏
、
小
田
切
夫
人
桂
子
、
大
鳥
夫
人
）
に
つ
い
て
考
証
し
て
き
た（

２
）。

単
士
釐
・
銭
恂
夫
妻
は
、
東
京
の
ほ
か
鎌
倉
に
も
別
邸
を
構
え
た
。
単
士
釐
は
、
鎌
倉
を
気
に
入
っ
た
と
み
え
、
記
憶
に
留
め
る
べ

く
そ
こ
で
の
出
来
事
を
詩
歌
に
詠
ん
だ
。
本
稿
は
、
単
士
釐
の
詩
歌
等
よ
り
、
鎌
倉
滞
在
の
時
期
や
そ
こ
で
縁
を
得
た
と
思
し
き
日
本

人
女
性
（
朝
日
、
池
田
信
子
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一　

単
士
釐
の
詩
文
に
登
場
す
る
日
本
人
女
性

は
じ
め
に
、
主
な
単
士
釐
の
詩
文
集
と
、
そ
こ
に
名
の
見
え
る
日
本
人
女
性
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
こ
う
（
重
複
し

て
記
載
さ
れ
る
場
合
は
『
癸
卯
旅
行
記
』
を
優
先
し
た
）。

（
１
）『
癸
卯
旅
行
記（
３
）』　

六
名

稲
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雅

子
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小
具
貞
子
（
愛
住
女
学
校
校
長
）、
時
任
竹
子
（
実
践
女
学
校
）、
河
原
操
子
（
上
海
・
務
本
女
学
校
日
本
語
教
師
）、
柳
原
氏

（
湖
北
・
自
強
学
堂
日
本
語
教
師
、
柳
原
又
熊
夫
人
某
）、
鈴
木
陽
之
助
夫
人
、
朝
日
（
銭
恂
妾
）

（
２
）
詩
集
『
受
茲
室
詩
鈔
』
等（
４
）　

五
名

　
　

 
津
田
梅
子
（
女
子
英
学
塾
）、
下
田
歌
子
（
実
践
女
学
校
）、
池
田
信
子
、
小
田
切
夫
人
桂
子
（
上
海
総
領
事
・
小
田
切
万
寿
之

助
、
夫
人
桂
子
）、
大
鳥
夫
人
（
オ
ラ
ン
ダ
公
使
館
書
記
官
・
大
鳥
富
士
太
郎
、
夫
人
良
子
）

日
中
の
先
行
研
究
及
び
拙
稿
に
お
い
て
、
大
半
の
日
本
人
女
性
は
特
定
済
で
あ
る
が
、
池
田
信
子
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
言
及
が
な

い
。
そ
こ
で
本
稿
後
段
に
て
検
討
を
試
み
る
。

二　

一
九
〇
〇
年
前
後
（
明
治
後
期
）
の
鎌
倉

鎌
倉
は
、
東
京
に
近
郊
の
温
暖
で
風
光
明
媚
な
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
も
国
内
外
か
ら
人
気
の
観
光
地
で
あ
る
。
単
士
釐
来
日

当
時
の
鎌
倉
は
、
ど
ん
な
様
子
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
島
本
千
也
『
鎌
倉
別
荘
物
語
―
明
治
・
大
正
期
の
リ
ゾ
ー
ト
都
市

―
』（
島
本
千
也
、
一
九
九
三
年
。
以
下
「『
別
荘
物
語
』」
と
略
称
）
を
も
と
に
概
観
す
る
。

一
八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
七
月
に
東
海
道
線
（
横
浜
―
国
府
津
）、
翌
々
年
六
月
に
横
須
賀
線
（
大
船
―
横
須
賀
）
が
開
通
し

た
。
こ
の
頃
か
ら
、
鎌
倉
は
別
荘
地
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
井
上
馨
が
極
楽
寺
に
別
荘
を
新
築
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

政
官
界
の
要
人
や
華
族
た
ち
が
次
々
と
別
荘
を
建
て
始
め
た
。
地
域
別
に
見
る
と
、
長
谷
、
由
比
ヶ
浜
、
材
木
座
、
坂
ノ
下
、
極
楽
寺

な
ど
古
く
か
ら
村
が
あ
る
海
岸
沿
い
が
好
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
単
士
釐
が
来
日
し
た
一
八
九
九
年
の
九
月
に
は
、
大
町
に
内
親
王
の

た
め
に
鎌
倉
御
用
邸
も
造
営
さ
れ
て
い
る（

５
）。『
別
荘
物
語
』
が
引
く
『
鎌
倉
議
会
史　

記
述
編
』（
鎌
倉
市
議
会
、
一
九
六
九
年
）
に
よ

る
と
、
一
九
〇
三
年
の
鎌
倉
の
別
荘
戸
数
は
、
二
七
〇
戸
を
数
え
た
。
そ
の
後
も
別
荘
は
増
え
続
け
、
一
九
〇
八
年
、
別
荘
所
有
者
た

ち
の
親
睦
団
体
「
鎌
倉
倶
楽
部
」
が
組
織
さ
れ
た
。
一
九
一
二
年
の
別
荘
数
は
四
八
〇
戸
、
町
の
人
口
の
三
割
を
別
荘
居
住
者
が
占
め

る
に
至
り
、
別
荘
最
盛
期
を
迎
え
る
。
し
か
し
、
一
九
二
三
年
九
月
一
日
、
関
東
大
震
災
が
起
き
、
鎌
倉
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

こ
れ
を
機
に
鎌
倉
は
、
別
荘
地
か
ら
常
住
地
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
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外
国
人
も
早
期
よ
り
鎌
倉
に
別
荘
を
持
ち
始
め
て
い
る
。
一
八
八
九
年
四
月
二
十
五
日
『
読
売
新
聞
』
朝
刊
に
、
イ
タ
リ
ア
公
使
が

鎌
倉
に
別
荘
を
新
築
し
た
と
の
記
事
が
あ
る（

６
）。
但
し
『
別
荘
物
語
』「
別
荘
所
有
者
一
覧
（
明
治
四
十
五
年
︹
一
九
一
二
︺）」
に
よ
る

と
、
五
四
六
戸
の
う
ち
欧
米
人
（
含
帰
化
人
）
は
十
戸
、
二
パ
ー
セ
ン
ト
弱
に
と
ど
ま
り
、
決
し
て
多
く
は
な
い（

７
）。

銭
恂
が
こ
の
地
に

も
居
を
構
え
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
東
京
の
み
な
ら
ず
中
国
航
路
の
発
着
地
・
横
浜
へ
も
至
便
で
あ
っ
た
こ
と
、
風
景
や
気
候
が

良
か
っ
た
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
単
士
釐
・
銭
恂
夫
妻
は
、
い
つ
頃
鎌
倉
に
滞
在
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

三　

単
士
釐
・
銭
恂
夫
妻
の
鎌
倉
滞
在
時
期
の
検
討

単
士
釐
の
詩
よ
り
鎌
倉
及
び
そ
の
周
辺
（
神
奈
川
県
）
を
詠
ん
だ
作
品
名
と
そ
の
創
作
時
期
を
抽
出
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る（

８
）。

詩
題
は
、『
受
茲
室
詩
鈔
』（
李
雷
輯
校
『
清
代
閨
閣
詩
集
萃
編
』
第
九
冊
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
五
年
）
に
拠
る
。

游
塔
之
沢
宿
福
住
楼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
〇
〇
年
四
月　

 　
　

 

箱
根

偕
夫
子
游
箱
根
（
四
首
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同 　
　
　
　
　
　

 

同

庚
子
秋
津
田
老
者
約
夫
子
偕
予
同
游
金
沢
及
横
須
賀
即
事　
　
　
　
　
　

一
九
〇
〇
年
秋　
　
　
　
　

金
沢
（
横
浜
）
横
須
賀

江
島
金
亀
楼
餞
歳
依
積
蹞
歩
斎
主
人
原
韻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
〇
〇
年
旧
暦
大
晦
日　

江
ノ
島

二
十
世
紀
之
春
偕
夫
子
住
鎌
倉
日
游
各
名
勝
用
蘇
和
王
勝
之
游
鐘
山
韻　

一
九
〇
一
年
二
月　
　
　
　

鎌
倉

辛
丑
春
日
偕
夫
子
陪
夏
君
地
山
伉
儷
重
游
江
島
再
歩
前
韻　
　
　
　
　
　

一
九
〇
一
年
二
月　
　
　
　

江
ノ
島

題
金
沢
八
景
（
八
首
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

未
詳　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢
（
横
浜
）

単
士
釐
詩
の
う
ち
、
詩
題
に
日
本
の
地
名
を
記
す
九
組
の
う
ち
、
七
組
は
鎌
倉
周
辺
の
作
で
あ
る（

９
）。
こ
こ
か
ら
、
鎌
倉
周
辺
の
光
景
や

そ
こ
で
の
出
来
事
が
、
単
士
釐
に
と
っ
て
い
か
に
印
象
深
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
創
作
時
期
は
一
九

〇
〇
年
四
月
か
ら
翌
春
ま
で
に
集
中
す
る
。「
題
金
沢
八
景
」
も
同
じ
頃
の
作
品
で
あ
ろ
う
。
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次
に
、
単
士
釐
詩
及
び
銭
恂
関
連
文
献（
（1
（

、
末
弟
銭
玄
同
（
一
八
八
七
~
一
九
三
九
）
の
日
記（
（1
（

よ
り
、
鎌
倉
関
連
の
記
録
を
整
理
し
て

示
せ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
九
〇
〇
年
二
月
二
十
二
日　
　

鎌
倉
に
居
を
構
え
、
毎
日
周
辺
を
妻
単
士
釐
と
と
も
に
散
策（
（1
（

　
　
　
　
　
　

四
月　
　
　
　
　
　

箱
根
旅
行
、
塔
ノ
沢
の
福
住
楼
宿
泊

　
　
　
　
　
　

六
月
十
三
日　
　
　

東
京
牛
込
在
住（
（1
（

　
　
　
　
　
　

秋　
　
　
　
　
　
　

津
田
仙
・
梅
子
父
娘
と
金
沢
・
横
須
賀
へ
の
日
帰
り
旅
行

一
九
〇
一
年
一
月
九
日　
　
　
　

銭
恂
、
湖
北
省
留
学
生
監
督
を
辞
職
（
清
朝
駐
日
商
務
監
督
留
任
）、
鎌
倉
へ
移
る
か（

（1
（

　
　
　
　
　
　

二
月
十
八
日　
　
　

江
ノ
島
の
料
亭
旅
館
金
亀
楼
に
て
旧
暦
年
越
し
の
宴
、
家
族
の
ほ
か
日
本
人
の
友
人
も
同
席

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
倉
の
名
所
旧
跡
を
巡
る

　
　
　
　
　
　

春　
　
　
　
　
　
　

江
ノ
島
の
金
亀
楼
を
夏
地
山
一
家
と
と
も
に
再
訪

　
　
　
　
　
　

五
月
二
十
七
日　
　

引
き
続
き
鎌
倉
在
住（
（1
（

　
　
　
　
　
　

九
月
五
日　
　
　
　

銭
恂
、
鎌
倉
よ
り
近
衛
篤
麿
へ
書
簡（
（1
（

　
　
　
　
　
　
　
　

十
五
日
以
降　

中
国
湖
北
省
へ
戻
る（

（1
（

一
九
〇
五
年
十
二
月
二
十
九
日　

新
橋
駅
発
、
家
族
十
人
で
箱
根
湯
本
の
旅
館
万
翠
楼
へ
年
越
し
旅
行
（
~
一
月
二
日（
（1
（

）

一
九
〇
六
年　

三
月
二
十
八
日　

新
橋
駅
発
、
家
族
十
三
人
で
江
ノ
島
の
金
亀
楼
に
宿
泊（
（1
（

単
士
釐
詩
の
創
作
時
期
と
銭
恂
の
記
録
は
、
ほ
ぼ
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
一
九
〇
三
年
早
春
、
夫
妻
は
ロ
シ
ア
へ
渡
り（

（2
（

、
一
九
〇
五
年

末
に
再
来
日
す
る
。
そ
の
後
も
東
京
か
ら
鎌
倉
方
面
へ
の
旅
行
記
録
は
あ
る
も
の
の
、
居
住
し
た
と
の
記
録
は
見
当
た
ら
な
い（

（2
（

。
以
上

の
こ
と
か
ら
、
単
士
釐
が
鎌
倉
に
住
ん
で
い
た
の
は
、
一
九
〇
〇
年
二
~
六
月
、
同
年
末
~
翌
年
九
月
の
間
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な

お
、
近
衛
篤
麿
宛
の
書
簡
よ
り
銭
恂
の
住
所
は
、
鎌
倉
坂
ノ
下
と
判
明
す
る
。
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四　

朝
日
に
つ
い
て

鎌
倉
滞
在
期
に
単
士
釐
と
深
い
縁
を
結
ん
だ
人
物
の
一
人
は
、
銭
恂
の
妾
と
な
っ
た
日
本
人
女
性
朝
日
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
日
本
人

女
性
の
一
般
的
な
名
前
を
考
慮
す
れ
ば
、
ひ
ら
が
な
又
は
カ
タ
カ
ナ
で
「
あ
さ
ひ
」
あ
る
い
は
「
あ
さ
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

朝
日
が
初
め
て
登
場
す
る
の
は
、『
癸
卯
旅
行
記
』
一
九
〇
三
年
三
月
六
日
（
新
暦
四
月
三
日
）
で
あ
る
が
、
単
士
釐
の
詩
よ
り
銭
家
に

入
っ
た
時
期
が
推
測
で
き
る
。「
江
島
金
龜
樓
餞
歳
依
積
蹞
歩
主
人
原
韻
（
江
ノ
島
金
亀
楼
に
て
歳
を
餞
る　

積
蹞
歩
主
人
原
韻
に
依

る
）」
全
二
十
七
聯
の
第
二
十
五
聯
以
降
が
そ
れ
で
、
銭
恂
の
も
と
へ
妾
が
来
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
祝
し
た
。

攬
眺
渾
忘
日
没
酉　

攬
眺
し
て
渾す

べ
て
忘
る　

日
没
の
酉と
き

扶
持
尤
喜
得
新
婦　

扶
持
し
て
尤
も
喜
ぶ
は　

新
婦
を
得
し
こ
と

異
邦
樂
聚
兼
親
友（
（2
（
　

異
邦
楽
し
み
て
聚
ま
り
し　

親
と
友
と

載
詠
駪
征
歌
四
牡（
（2
（
　

載
に
駪
征
を
詠
じ　

四
牡
を
歌
う

椒
盤
索
進
屠
酥
酒（
（2
（

　

椒
盤
も
て
索
め
進
む　

屠
酥
の
酒

洗
琖
更
酌
爲
君
壽　

琖
を
洗
い
酌
を
更
め　

君
の
寿
を
為
さ
ん

夫
妻
の
詩
は
、
浙
江
同
郷
会
『
浙
江
潮
』
第
二
期
（
浙
江
省
同
郷
会
雑
誌
部
、
一
九
〇
三
年
二
月
）「
文
苑
」
欄
に
掲
載
さ
れ
、
銭
恂
の

詩
題
を
「
庚
子
陰
曆
除
夕
述
懷
時
在
日
本
」
と
記
す
（
筆
名
は
銭
恂
=
富
士
始
一
、
単
士
釐
=
受
茲
室
主
人（
（2
（

）。「
庚
子
陰
暦
除
夕
」
は
、

西
暦
一
九
〇
一
年
二
月
十
八
日
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
、
朝
日
が
嫁
い
で
き
た
と
わ
か
る
。
ま
た
、
銭
恂
「
原
作
」
の
対
応
句
（
第
二
十

七
聯
）「
衆
醉
獨
醒
相
卯
酉
、
恤
周
枉
自
煩
嫠
婦
（
衆
は
酔
い
独
り
醒
め
て
卯
酉
を
相み

、
周
の
枉
自
と
し
て
嫠
婦
を
煩
わ
し
む
を
恤
れ

む（
（2
（

）」
よ
り
、
朝
日
が
未
亡
人
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
こ
で
、
当
時
の
日
中
両
国
に
お
け
る
妻
妾
制
度
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
清
末
に
お
け
る
婚
姻
の
基
本
は
、
伝
統
的
な
一
夫
一
妻

制
で
、
そ
の
決
定
権
は
父
母
あ
る
い
は
家
長
が
有
し
て
い
た
。
と
は
い
え
、
富
裕
層
で
は
妾
を
お
く
こ
と
も
珍
し
く
な
く
、
妻
妾
同
居
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が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
妾
の
出
自
は
、
正
妻
や
家
の
使
用
人
の
ほ
か
、
売
買
に
よ
る
婚
姻
も
み
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
家
庭
内
に
お
け

る
正
妻
と
妾
の
立
場
は
、
法
律
上
も
社
会
通
念
上
も
大
き
な
隔
た
り
が
あ
っ
た（

（2
（

。
一
方
、
我
が
国
で
は
明
治
維
新
以
降
も
、
制
度
上
一

夫
多
妻
制
度
が
許
容
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
七
月
に
民
法
（
通
称
「
明
治
民
法
」）
が
施
行
さ
れ
、
法
的
に
は

一
夫
一
妻
制
へ
移
行
し
た
。
し
か
し
、
明
治
民
法
は
封
建
的
な
家
制
度
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
実
態
と
し
て
妾
は
容
認
さ
れ
続
け
る

こ
と
に
な
っ
た（

（2
（

。
従
っ
て
、
当
時
、
中
国
人
男
性
が
日
本
人
女
性
を
妾
と
し
て
迎
え
る
こ
と
も
十
分
あ
り
得
た
ろ
う
。

単
士
釐
に
と
っ
て
、
朝
日
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
先
の
詩
で
単
士
釐
は
、
銭
恂
が
妾
を
迎
え
た
こ
と
を
喜
び
、

祝
杯
を
挙
げ
る
。
単
士
釐
は
鎌
倉
暮
ら
し
の
間
に
、
下
田
歌
子
『
新
選
家
政
学
』、
永
江
正
直
『
女
子
教
育
論
』
な
ど
の
翻
訳
に
取
り
組

ん
だ
。
朝
日
が
中
国
語
を
解
し
た
か
は
不
明
だ
が
、
何
ら
か
の
形
で
手
伝
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
癸
卯
旅
行
記
』
よ
る

と
、
上
海
へ
立
寄
っ
た
際
、
単
士
釐
は
銭
恂
と
別
れ
て
硤
石
鎮
へ
帰
省
し
て
い
る
。
銭
恂
が
、
ロ
シ
ア
同
行
を
願
う
湖
北
自
強
学
堂
学

生
の
対
応
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
間
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
朝
日
も
単
士
釐
に
随
行
し
て
い
る（

（2
（

。
朝
日
が
夫

た
る
銭
恂
を
残
し
て
単
士
釐
と
行
動
を
共
に
し
た
こ
と
か
ら
、
単
士
釐
の
世
話
係
も
兼
ね
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

管
見
の
限
り
、
ロ
シ
ア
旅
行
後
、
既
公
刊
の
書
に
朝
日
の
名
を
記
す
の
は
、
一
九
〇
五
年
十
二
月
の
日
本
渡
航
時（
（3
（

及
び
同
年
末
の
箱

根
旅
行
時
の
み
で
、
そ
の
後
は
見
当
た
ら
な
い
。
但
し
、
劉
甜
甜
「
單
士
釐
的
文
學
創
作
與
与
文
學
活
動
」（
碩
士
論
文
）
に
付
す
「
陳

鴻
祥
『
受
茲
室
詩
稿
』
未
收
詩
作
」
に
朝
日
の
名
を
冠
す
る
以
下
の
二
首
が
あ
る（

（3
（

。

　
　
　
　

癸
丑
二
月
一
日
積
雪
盈
尺
侍
妾
朝
日
戯
製
雪
灯
以
娯
稚
孫
輩
喜
賦

　
　
　
　
（
癸
丑
二
月
一
日　

積
雪
尺
に
盈
ち
、
侍
妾
朝
日
戯
れ
に
雪
灯
を
製
り
、
以
て
稚
な
き
孫
輩
を
娯
し
ま
せ
喜
び
て
賦
す
）

雪
薄
光
能
透　
　

 

雪
薄
く
光
能
く
透
り

氷
堅
火
自
深　
　

 

氷
堅
く
火
自
ら
深
し

圓
明
堪
代
月　
　

 

円
明
な
る
こ
と
月
に
代
う
る
に
堪
え

相
濟
不
相
侵　
　

 

相
い
済
け
て
相
い
侵
さ
ず
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癸
丑
二
月
一
日
は
一
九
一
三
年
三
月
十
八
日
に
あ
た
る
。
当
時
、
単
士
釐
た
ち
は
北
京
に
住
ん
で
い
た（

（3
（

。
こ
の
日
大
雪
が
降
り
、
朝
日

は
単
士
釐
の
孫
た
ち
の
た
め
に
、
雪
灯
籠
を
作
っ
た
。
円
形
の
雪
灯
籠
が
放
つ
光
は
満
月
に
似
て
、
子
ど
も
達
も
単
士
釐
も
大
い
に
楽

し
ん
だ
様
子
が
描
か
れ
る
。
雪
の
冷
た
さ
を
厭
わ
な
い
ほ
ど
、
朝
日
は
子
ど
も
が
好
き
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
雪
灯
籠
を
作
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
朝
日
は
降
雪
地
の
出
身
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　

寄
朝
日
（
朝
日
に
寄
す
）

最
是
清
宵
夢
不
成　
　
　

最
是
な
る
は　

清
宵　

夢
成
ら
ざ
る
こ
と

觀
書
冀
引
睡
魔
生　
　
　

書
を
観
て　

冀
は　

引
睡
し　

魔
生
ず
る
を

閑
愁
胡
恨
偏
牽
惹　
　
　

閑
愁　

胡
ぞ
恨
ま
ん　

偏
え
に
牽
惹
す
を

目
痛
拋
書
淚
又
傾　
　
　

目
痛
み　

書
を
抛
ち　

涙
又
傾
く

「
寄
朝
日
」
の
創
作
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
夢
の
中
で
再
会
を
願
う
こ
と
か
ら
朝
日
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
悲
し
み
の
あ
ま

り
な
か
な
か
寝
つ
け
ず
、
涙
が
こ
ぼ
れ
る
。
劉
氏
は
、
未
公
刊
の
詩
「
癸
丑
歳
鈔
書
懐（
（3
（

」
の
以
下
の
句
を
根
拠
と
し
て
、
朝
日
が
こ
の

年
の
う
ち
に
亡
く
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
癸
丑
=
一
九
一
三
年
）。

訣
別
非
關
年
壽
夭　
　
　

訣
別　

年
寿
の
夭
に
関
ら
ず

乖
離
誆
謂
久
寛
仁　
　
　

乖
離　

誆
り
て
謂
う　

久
し
く
寛
仁
な
り
と

十
年
侍
我
今
何
往　
　
　

十
年　

我
に
侍
し　

今
何
ぞ
往
か
ん

遍
飲
屠
蘇
少
一
人　
　
　

屠
蘇
を
遍
飲
す
る
も
の　

一
人
を
少か

く

第
一
句
よ
り
、
朝
日
は
単
士
釐
よ
り
も
若
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
第
三
句
に
「
十
年
」
と
あ
る
が
、
先
述
の
と
お
り
、
朝
日
が
銭
家

に
入
っ
た
の
は
一
九
〇
〇
年
末
頃
で
時
間
的
に
問
題
な
い
。
直
下
の
「
侍
我
」
は
、
朝
日
が
単
士
釐
に
も
仕
え
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
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先
の
推
論
と
も
合
致
す
る
。
本
詩
全
体
か
ら
、
朝
日
を
喪
っ
た
単
士
釐
の
深
い
悲
し
み
が
看
取
さ
れ
る
。
銭
恂
に
嫁
し
て
以
来
、
東
京
・

鎌
倉
、
ロ
シ
ア
旅
行
、
欧
州
赴
任
な
ど
、
慣
れ
な
い
異
国
暮
ら
し
を
支
え
続
け
、
単
士
釐
に
と
っ
て
朝
日
は
、
か
け
が
え
の
な
い
同
志

の
よ
う
な
存
在
と
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

五　

池
田
信
子
に
つ
い
て
（
試
論
）

単
士
釐
が
日
本
人
女
性
に
対
し
て
贈
っ
た
詩
は
三
篇
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
実
践
女
学
校
校
長
の
下
田
歌
子
、
外
交
官
小
田
切
万
寿
之

助
の
夫
人
桂
子
は
、
既
に
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
下
、
未
解
明
の
池
田
信
子
に
つ
い
て
、
鎌
倉
で
出
逢
っ
た
可
能
性
を
試
案
と

し
て
提
起
し
た
い
。
ま
ず
「
寄
池
田
信
子
」
三
首
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　

其
一

絲
絲
垂
柳
綰
行
人　
　

糸
々
た
る
垂
柳　

行
人
に
綰わ
が

ぬ

小
立
東
風
酒
半
醒　
　

小わ
づ
か

に
立
て
る
東
風
に　

酒
半
ば
醒
む

無
限
離
情
迴
首
處　
　

無
限
の
離
情　

首
を
回
ら
す
処

落
霞
紅
映
遠
山
青　
　

落
霞
紅
映　

遠
山
青
し

　
　
　
　
　
　

其
二

旅
行
一
日
變
陰
陽　
　

旅
行
一
日　

陰
陽
を
変
じ

料
峭
春
寒
薄
袂
侵　
　

料
峭
た
る
春
寒　

薄
袂
侵
す

寄
語
璇
閨
宜
保
重　
　

語
を
璇
閨
に
寄
す　

宜
し
く
保
重
し

莫
敎
稽
古
坐
更
深　
　

稽
古　

坐
ろ
に
更
深
な
ら
し
む
こ
と
莫
か
る
べ
し
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其
三

疊
惠
佳
章
學
歩
難　
　

畳
ね
て
佳
章
を
恵
ま
れ
し
も　

学
歩
難
く

秖
將
途
路
報
平
安　
　

た
だ
将
っ
て　

途
路　

平
安
を
報
ず

衛
生
風
俗
多
名
論　
　

衛
生
風
習　

名
論
多
く

攜
取
篷
窗
次
第
看　
　

篷
窓
に
携
取
し
て　

次
第
に
看
ん

公
刊
詩
集
二
種
で
は
、
ロ
シ
ア
旅
行
期
の
後
方
、
下
田
歌
子
宛
の
送
別
詩
よ
り
や
や
前
に
置
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
下
田
歌
子
宛
と
近
い

時
期
の
作
と
思
わ
れ
る
。
日
本
人
宛
詩
歌
の
う
ち
唯
一
の
三
首
連
作
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
名
を
冠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単
士
釐

に
と
っ
て
思
い
入
れ
の
深
い
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
他
方
、
語
彙
は
比
較
的
平
易
な
も
の
が
多
く
、
丁
寧
な
印
象
を

受
け
る
。
さ
ら
に
第
二
首
の
「
璇
閨
」
は
、
相
手
が
高
貴
な
身
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
、
続
け
て
夜
更
け
ま
で
勉
強
し
す
ぎ
な
い

よ
う
に
と
や
さ
し
く
気
遣
う
こ
と
か
ら
、
修
学
期
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
条
件
を
充
た
す
人
物
と
し
て
、
単
士
釐
一
家
と
同
じ
く
鎌
倉
坂
ノ
下
に
別
荘
を
所
有
し
て
い
た
旧
岡
山
藩
主
池
田
侯
爵
家
の
女

性
を
あ
げ
た
い
。
池
田
信
子
は
、
岡
山
藩
第
九
代
藩
主
で
弾
正
大
弼
の
池
田
茂
政
（
一
八
三
九
~
九
九
）
六
女
、
祖
父
は
水
戸
藩
主
徳

川
斉
昭
、
徳
川
第
十
五
代
将
軍
慶
喜
は
伯
父
に
あ
た
る
。
家
督
は
、
幕
末
に
第
十
代
藩
主
章
政
（
一
八
三
六
~
一
九
〇
三
）
へ
、
そ
の

後
は
詮
政
（
一
八
六
六
~
一
九
〇
九
）、
禎
政
（
一
八
九
五
~
一
九
二
〇
）
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。『
人
事
興
信
録
』
第
二
版
（
人
事
興

信
所
、
一
九
〇
八
年
）
に
は
、「
池
田
詮
政
」
の
家
族
欄
に
「
叔
母　

信
子　

明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
九
月
生
」
と
あ
る
。
一
九
〇

一
年
当
時
は
十
六
歳
と
な
る（

（3
（

。
な
お
住
所
は
、
荏
原
郡
大
崎
村
字
下
大
崎
で
あ
る（

（3
（

。

池
田
信
子
に
関
す
る
文
献
と
し
て
、
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
資
料
が
あ
る（

（3
（

。
こ
こ
か
ら
前
半
生
を
概
観
す
る
と
、
一
八

八
七
年
に
天
城
池
田
家
の
養
女
と
な
る
が
、
一
八
九
二
年
に
は
復
籍
す
る
。
一
九
一
一
年
十
二
月
二
十
七
歳
の
と
き
、
神
戸
元
町
の
善

照
寺
住
職
佐
々
木
祐
言
の
も
と
へ
嫁
い
だ（

（3
（

。

嫁
ぎ
先
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
善
照
寺
は
、
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
開
山
と
伝
わ
り
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
三
宮
駅
付
近
に
広
大
な
敷

地
が
あ
っ
た
。
六
甲
山
に
日
本
初
の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
作
っ
た
イ
ギ
リ
ス
人
Ａ
・
Ｈ
・
グ
ル
ー
ム
（A

rthur H
esketh G

room

）
は
同
寺
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に
下
宿
し
、
住
職
の
世
話
で
日
本
人
女
性
と
結
婚
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
宮
内
庁
出
仕
者
が
い
た
縁
で
、
明
治
天
皇
が
神
戸
を
訪
れ
た

際
に
お
忍
び
で
同
寺
を
訪
れ
た
と
も
伝
わ
る（

（3
（

。
佐
々
木
祐
言
の
次
弟
、
泉
谷
祐
勝
（
一
八
八
二
~
一
九
六
七
）
は
、
天
狗
倶
楽
部
の
一

員
、
第
一
回
早
慶
戦
に
早
稲
田
大
学
野
球
部
の
一
番
・
捕
手
と
し
て
出
場
し
た
。
末
弟
の
佐
々
木
祐
哲
も
慶
應
義
塾
大
学
野
球
部
で
遊

撃
手
と
し
て
活
躍
し
た
と
い
う（

（3
（

。
神
戸
で
も
特
別
な
寺
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

さ
き
の
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
「
信
子
君
御
縁
組
諸
書
綴
」（
一
九
一
一
年
）
の
中
に
、
婚
礼
持
参
品
を
列
記
し
た
「
信

子
様
御
道
具
帳
並
入
記
」
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
家
紋
付
の
各
種
調
度
品
、
雪
舟
や
寂
蓮
筆
の
掛
物
、
茶
道
具
な
ど
数
多
く
の
輿
入
れ
品

が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。
中
ほ
ど
に
「
書
籍
」
の
項
が
あ
り
「
本
箱　

弐
個
」
と
記
す
。
こ
こ
か
ら
、
信
子
の
愛
好
し
た
書
物
を
検
討
し
た

い
。
そ
の
書
名
と
数
量
を
記
載
順
に
示
せ
ば
以
下
の
と
お
り
。

万
葉
代
匠
記
（
三
十
一
冊
）、
万
葉
楢
落
葉
（
五
冊
）、
明
題
和
歌
全
集
（
拾
冊
）、
古
今
和
歌
集
打
聴
（
六
冊
）、
南
木
誌
（
八
冊
）、

朗
詠
国
字
抄
（
帙
入
四
冊
）、
玉
の
小
櫛
（
九
冊
）、
四
書
（
拾
冊
）、
五
経
（
拾
壱
冊
）、
名
家
歌
集
（
壱
冊
）、
類
題
和
歌
集
（
三

十
一
冊
）、
外　

歌
書
雑
書
類

和
書
に
混
じ
り
、『
四
書
』『
五
経
』
が
あ
る
。
当
時
、
華
族
子
女
が
結
婚
に
際
し
て
経
書
を
持
参
す
る
こ
と
は
、
一
般
的
な
こ
と
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
江
戸
時
代
後
期
、
薩
摩
藩
主
島
津
斉
彬
の
母
・
弥
姫
周
子
（
鳥
取
藩
主
池
田
治
道
の
娘
）
は
、
嫁
入
り
道

具
と
し
て
多
く
の
漢
籍
を
持
参
し
、
自
ら
経
書
や
『
史
記
』
を
用
い
て
教
育
し
た
こ
と
か
ら
賢
夫
人
と
称
さ
れ
た
。
明
治
に
入
り
、
華

族
女
学
校
の
教
本
に
『
四
書
摘
』（
一
八
八
九
年
初
版
）
が
登
場
す
る
が
、
書
名
ど
お
り
経
書
の
抜
粋
に
す
ぎ
な
い（

（4
（

。
こ
れ
ら
の
状
況
を

勘
案
す
る
と
、
信
子
の
よ
う
な
立
場
の
女
性
が
婚
家
へ
経
書
類
を
持
参
す
る
こ
と
は
珍
し
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
和
書
類
の
中
に
も
漢
文
で
書
か
れ
た
も
の
が
あ
る
。「
南
木
誌
」
は
、
中
山
利
質
編
『
楠
木
誌
』
八
巻
（
文
久
二
︹
一
八
六

二
︺
年
刊
）
ま
た
は
中
山
利
質
編
長
山
貫
校
訂
『
南
木
誌
』
五
巻
（
元
治
元
︹
一
八
六
四
︺
年
跋
）
を
指
す
。
楠
木
正
成
と
息
子
た
ち

の
伝
記
や
遺
文
を
集
め
た
書
で
、
本
文
も
注
も
漢
文
で
あ
る（

（4
（

。
ま
た
「
朗
詠
国
字
抄
」
は
、
高
井
蘭
山
『︹
和
漢
︺
和
漢
朗
詠
集
』
八
巻

（
享
和
三
年
跋
）
の
略
称
。『
和
漢
朗
詠
集
』
の
漢
字
仮
名
混
じ
り
文
に
よ
る
注
釈
書
で
、
漢
詩
に
は
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
信
子
は
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漢
文
の
素
養
が
あ
り
、
漢
詩
も
好
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
の
和
書
に
も
注
釈
書
が
多
い
。
契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』
二
十
巻
は
水
戸
光
圀
の
依
頼
に
よ
る
『
万
葉
集
』
の
注
釈
書
、
賀
茂

真
淵
講
・
上
田
秋
成
修
訂
『
古
今
和
歌
集
打
聴
』
二
十
巻
は
『
古
今
集
』
の
注
釈
書
、
本
居
宣
長
『︹
源
氏
物
語
︺
玉
の
小
櫛
』
九
巻
は

『
源
氏
物
語
』
注
釈
書
で
あ
る
。
さ
ら
に
正
木
千ち

幹も
と

『
万
葉
︹
集
︺
楢な
ら

落の
お
ち
ば葉
』
五
巻
（
文
化
十
二
年
序
）
は
『
万
葉
集
』
の
語
彙
分
類
集

で
あ
る
。
残
り
の
三
書
は
和
歌
集
で
あ
る
。
撰
者
未
詳
『
明
題
和
歌
全
集
』
は
近
世
初
期
の
類
題
和
歌
集
、『
類
題
和
歌
集
』
三
十
一
巻

（
元
禄
十
六
年
）
は
後
水
尾
天
皇
の
勅
撰
歌
集
、『
名
家
歌
集
』
は
複
数
候
補
が
あ
り
未
詳
。
書
名
を
記
す
和
書
類
の
う
ち
、
半
数
以
上

が
注
釈
書
に
類
す
る
も
の
が
占
め
る
。
そ
の
他
、
書
名
を
記
さ
な
い
も
の
も
信
子
が
愛
読
し
て
い
た
書
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
持
参
書
籍
か
ら
、
信
子
は
学
問
好
き
の
女
性
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
こ
の
点
も
単
士
釐
の
詩
と
符
合
す
る
。

先
述
の
と
お
り
、
坂
ノ
下
は
、
早
期
よ
り
高
級
別
荘
地
と
な
っ
て
い
た（

（4
（

。
大
橋
良
平
『
現
在
の
鎌
倉
』（
通
友
社
、
一
九
一
二
年
）「
別

荘
一
覧
」
に
「
池
田
禎
政
」
の
名
が
見
え
、
所
在
地
も
ま
た
坂
ノ
下
で
あ
る（

（4
（

。
過
日
、
現
地
を
実
査
し
た
と
こ
ろ
、
単
士
釐
宅
跡
地
よ

り
岡
山
池
田
家
別
荘
跡
地
ま
で
の
所
要
時
間
は
五
分
弱
で
、
至
近
距
離
と
言
っ
て
良
い
。

但
し
、
単
士
釐
の
在
住
時
に
池
田
家
の
別
荘
が
あ
っ
た
の
か
問
題
が
残
る
。「
池
田
侯
」
と
記
す
文
献
は
複
数
あ
る（

（4
（

が
、
旧
鳥
取
藩
主

池
田
仲
博（
（4
（

も
侯
爵
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、
宮
内
庁
『
明
治
天
皇
紀
』
第
九
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
）
一
八
九
九
年
一
月
に
記
事

が
あ
る（

（4
（

。
管
見
の
限
り
、
旧
岡
山
藩
池
田
家
別
荘
の
創
建
時
期
は
不
明
で
あ
る（

（4
（

（
待
考
）。
先
述
の
と
お
り
、
鎌
倉
御
用
邸
が
一
八
九
九

年
に
造
営
さ
れ
て
以
降
、
避
寒
の
た
め
に
内
親
王
た
ち
は
毎
冬
こ
こ
に
滞
在
し
て
い
た
。
既
に
別
荘
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
信
子
が
同

じ
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
単
士
釐
も
存
在
を
知
り
得
た
だ
ろ
う
。

一
九
四
五
年
三
月
十
七
日
、
神
戸
は
空
襲
を
受
け
た
。
善
照
寺
も
ほ
ぼ
全
焼
し
、
信
子
の
持
参
品
の
大
半
も
灰
燼
に
帰
し
た
と
い
う
。

翌
年
二
月
、
信
子
は
こ
の
世
を
去
っ
た
。
そ
の
後
、
善
照
寺
は
別
邸
の
あ
っ
た
山
本
通
へ
移
転
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る（

（4
（

。

以
上
、
池
田
信
子
に
つ
い
て
、
岡
山
池
田
藩
出
身
の
女
性
と
の
一
案
を
提
起
し
た
。
単
士
釐
の
鎌
倉
在
住
期
間
に
既
に
同
家
の
別
荘

が
在
っ
た
と
い
う
条
件
を
満
た
せ
ば
、
妥
当
性
は
高
い
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
単
士
釐
に
と
っ
て
そ
の
名
を
忘
れ
得
ぬ
日
本
人
女

性
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

本
稿
は
、
単
士
釐
の
詩
歌
等
を
も
と
に
、
鎌
倉
滞
在
時
期
と
そ
こ
で
時
間
を
共
に
し
た
日
本
人
女
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
単
士
釐

は
、
現
存
す
る
日
本
に
ま
つ
わ
る
詩
歌
の
半
数
以
上
を
こ
の
時
期
に
創
作
し
、
そ
の
風
景
や
出
来
事
を
詠
み
込
ん
だ
。
ま
た
、
こ
の
間
、

翻
訳
に
も
挑
戦
し
て
い
る
。
鎌
倉
で
の
日
々
が
充
実
し
、
単
士
釐
に
と
っ
て
好
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
思
わ
せ
る
。

朝
日
は
、
鎌
倉
滞
在
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
銭
恂
の
も
と
へ
嫁
い
で
き
た
。
単
士
釐
の
詩
文
か
ら
は
心
を
通
わ
せ
て
い
た
様
子
が

窺
え
る
。
ま
た
池
田
信
子
に
つ
い
て
、
旧
岡
山
藩
主
茂
政
六
女
と
の
試
案
を
提
起
し
、
別
荘
所
在
地
や
蔵
書
か
ら
検
討
し
た
。

今
後
は
、
単
士
釐
編
『
清
閨
秀
正
始
再
続
集
』『
清
閨
秀
藝
文
略
』
な
ど
の
我
が
国
に
お
け
る
所
蔵
経
緯
等
の
解
明
に
つ
と
め
て
ゆ
き

た
い
。

注

（
1
）  

本
稿
は
、
基
本
的
に
西
暦
を
用
い
、
適
宜
元
号
を
付
す
。
単
士
釐
（
一
八
五
八
~
一
九
四
五
）
は
、
浙
江
省
蕭
山
の
人
、
字
は
蕊
珠
、

号
は
受
茲
。
光
緒
十
（
一
八
八
四
）
年
、
銭
恂
の
後
妻
と
な
る
。
夫
の
日
本
赴
任
以
降
の
約
十
年
間
、
日
本
や
欧
州
各
地
に
赴
い
た
。
著

作
に
『
受
茲
室
詩
稿
』、『
癸
卯
旅
行
記
』、『
清
閨
秀
正
始
再
続
集
』、『
清
閨
秀
藝
文
略
』
な
ど
の
ほ
か
、
下
田
歌
子
『
家
政
学
』、
永
江
正

直
『
女
子
教
育
論
』
の
漢
訳
も
あ
る
。
銭
恂
（
一
八
五
三
~
一
九
二
七
）
は
、
浙
江
省
湖
州
府
帰
安
県
の
人
。
幼
名
は
学
嘉
。
号
・
室
名

は
、
蹞
歩
主
人
、
受
茲
堂
主
人
、
積
蹞
歩
齋
な
ど
。
光
緒
十
三
（
一
八
八
七
）
年
、
薛
福
成
の
下
で
天
一
閣
楼
蔵
書
目
録
編
纂
に
携
わ
り
、

欧
州
各
地
の
公
使
館
に
勤
務
。
帰
国
後
は
張
之
洞
幕
下
に
移
り
、
一
八
九
八
年
に
留
学
生
監
督
と
し
て
初
来
日
、
た
び
た
び
日
中
間
を
往

復
、
一
九
〇
三
年
に
は
ロ
シ
ア
へ
長
期
出
張
し
た
。
一
九
〇
七
年
オ
ラ
ン
ダ
、
翌
年
イ
タ
リ
ア
大
使
（
出
仕
大
臣
、
一
九
〇
九
年
離
任
）。

著
書
に
『
重
斠
唐
韻
攷
』、『
壬
子
文
瀾
閣
所
存
書
目
』、『
二
二
五
五
疏
』
な
ど
。
単
士
釐
の
文
学
活
動
及
び
銭
恂
に
関
す
る
先
行
研
究
に

つ
い
て
は
、
拙
稿
「
単
士
釐
が
来
日
初
期
に
見
た
風
景
―
『
受
茲
室
詩
稿
』
を
手
が
か
り
に
―
」（『
文
学
研
究
』
第
一
一
八
輯
、
九

州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
、
二
〇
二
一
年
三
月
、
一
~
三
八
頁
）、「
単
士
釐
の
出
逢
っ
た
日
仏
の
女
性
た
ち
」（
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五
十
号
、
九
州
大
学
中
国
文
学
会
、
二
〇
二
一
年
十
二
月
、 

二
二
七
~
二
四
四
頁
）
注
（
1
）
参
照
。
長
男
の
銭
稲
孫
（
一
八
八
七
~
一

九
六
六
）
は
、
銭
恂
・
単
士
釐
の
長
男
。
父
に
随
い
日
本
へ
留
学
、
慶
應
幼
稚
舎
な
ど
で
学
び
、
欧
州
へ
も
随
行
。
中
華
民
国
教
育
部
勤

務
を
経
て
、
清
華
大
学
教
授
と
な
り
、
日
本
人
留
学
生
の
目
加
田
誠
博
士
ら
を
自
邸
に
寄
寓
さ
せ
た
。
戦
後
、
漢
奸
と
し
て
有
罪
と
な
る
。

万
葉
集
や
志
賀
直
哉
作
品
な
ど
の
日
本
文
学
を
翻
訳
し
た
。

（
2
）  

前
掲
拙
稿
「
単
士
釐
の
出
逢
っ
た
日
仏
の
女
性
た
ち
」
参
照
。

（
3
）  

『
癸
卯
旅
行
記
』
は
、
中
国
人
女
性
と
し
て
初
め
て
の
海
外
旅
行
記
と
さ
れ
る
。
一
九
〇
三
年
春
、
東
京
か
ら
ロ
シ
ア
の
首
都
・
ペ
テ
ブ

ル
ク
ま
で
、
約
二
ヶ
月
半
の
旅
行
記
で
、
旅
の
途
中
で
見
聞
き
し
た
風
景
や
印
象
を
詳
細
に
綴
る
。
初
版
は
、
一
九
〇
四
年
東
京
・
同
文

印
刷
舎
刊
。
一
九
八
一
年
に
初
め
て
湖
南
人
民
出
版
よ
り
校
点
本
が
出
版
さ
れ
た
（
以
下
「『
湖
南
点
校
本
」」
と
略
称
）。
日
本
語
訳
に
鈴

木
智
夫
『
癸
卯
旅
行
記
訳
註
―
銭
稲
孫
の
母
の
見
た
世
界
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
、
以
下
「『
鈴
木
氏
訳
註
本
』」
と
略
称
）
が
あ

る
。

（
4
）  

現
存
す
る
単
士
釐
詩
集
の
テ
キ
ス
ト
は
い
ず
れ
も
鈔
本
（
括
弧
内
に
校
点
本
を
示
す
）
で
、
①
羅
守
巽
所
蔵
『
受
茲
室
詩
稿
』
三
巻
（
陳

鴻
祥
校
点
、
湖
南
文
藝
出
版
社
、
一
九
八
六
年
。
以
下
「『
湖
南
文
藝
本
』」
と
略
称
）、
②
復
旦
大
学
図
書
館
所
蔵
『
受
茲
室
詩
鈔
』、
③

復
旦
大
学
図
書
館
所
蔵
『
受
茲
室
詩
学
吟
稿
』、
④
遼
寧
省
図
書
館
所
蔵
『
受
茲
室
詩
鈔
』（
李
雷
輯
校
『
清
代
閨
閣
詩
集
萃
編
』
第
九
冊
、

中
華
書
局
、
二
〇
一
五
年
、
五
三
〇
五
~
六
五
頁
、
後
半
部
分
は
①
の
転
載
。
以
下
「『
中
華
書
局
本
』」
と
略
称
）
の
四
種
。
こ
の
ほ
か
、

劉
甜
甜
「
單
士
釐
的
文
學
創
作
與
与
文
學
活
動
」（
碩
士
論
文
）
の
附
録
三
に
「
陳
鴻
祥
『
受
茲
室
詩
稿
』
未
收
詩
作
」
が
あ
る
。
本
稿

は
、『
中
華
書
局
本
』
を
底
本
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
適
宜
そ
の
他
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
る
。

（
5
）  

内
親
王
は
、
富
美
宮
と
泰
宮
内
親
王
。
一
九
〇
〇
年
一
月
よ
り
毎
年
避
寒
、
避
暑
に
訪
れ
た
が
、
両
内
親
王
が
結
婚
す
る
と
省
み
ら
れ

な
く
な
る
。
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
一
九
三
一
年
八
月
に
廃
止
さ
れ
た
。
跡
地
は
、
鎌
倉
市
立
御
成
小
学

校
と
な
り
、
正
門
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）  

「
伊
国
公
使
の
新
宅
披
露
」（
二
頁
）
参
照
。
一
八
九
九
年
、
条
約
改
正
に
伴
い
外
国
人
居
留
地
が
撤
廃
さ
れ
る
。

（
7
）  

本
資
料
に
中
国
人
ら
し
き
名
は
見
当
た
ら
な
い
。
中
華
民
国
が
建
国
し
た
年
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
8
）  

詩
の
分
析
は
、
前
掲
拙
稿
「
単
士
釐
が
来
日
初
期
に
見
た
風
景
―
『
受
茲
室
詩
稿
』
を
手
が
か
り
に
―
」
を
参
照
。
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の
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暮
ら
し
と
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と
の
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（
9
）  

そ
の
他
二
首
の
詩
題
は
「
庚
子
四
月
十
八
日
舟
泊
神
戸
」、「
日
光
山
紅
葉
」
で
あ
る
。

（
10
）  

銭
恂
の
来
日
期
間
前
半
の
動
向
は
、
拙
稿
「
単
士
釐
が
来
日
初
期
に
見
た
風
景
―
『
受
茲
室
詩
稿
』
を
手
が
か
り
に
―
」
を
参
照
。

そ
の
他
、
高
木
理
久
夫
・
呉
格
「
銭
恂
年
譜
（
増
補
改
訂
版
）」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
六
〇
号
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
二
〇

一
三
年
三
月
、
一
〇
八
~
一
九
五
頁
。
以
下
「「
銭
恂
年
譜
」」
と
略
称
）、
近
衛
篤
麿
日
記
刊
行
会
編
『
近
衛
篤
麿
日
記
』
第
一
~
五
巻

（
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
六
八
~
六
九
年
。
以
下
「『
近
衛
日
記
』」
と
略
称
）、
衛
藤
瀋
吉
・
李
廷
江
『
近
衛
篤
麿
と
清
末
要
人
―

近
衛
篤
麿
宛
来
簡
集
成
』（
原
書
房
、
二
〇
〇
四
年
。
以
下
「『
近
衛
来
簡
』」
と
略
称
）
な
ど
を
参
照
し
た
。
中
国
人
の
文
献
は
旧
暦
（
括

弧
内
に
新
暦
）
で
記
し
、
各
項
目
の
末
尾
に
出
典
を
示
す
。

（
11
）  

楊
天
石
主
編
『
銭
玄
同
日
記
（
整
理
本
）』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。
銭
玄
同
は
、
一
九
〇
二
年
秋
、
実
母
を
喪
っ

た
。
そ
の
後
、
銭
恂
の
勧
め
に
従
い
一
九
〇
五
年
十
二
月
~
一
九
一
〇
年
三
月
頃
日
本
に
留
学
し
た
。
帰
国
後
、
魯
迅
ら
と
と
も
に
文
学

革
命
を
主
導
し
、
北
京
大
学
、
北
京
師
範
大
学
な
ど
で
小
学
を
講
じ
た
。

（
12
）  

「
銭
恂
年
譜
」
拠
『
汪
康
年
師
友
書
札
』、「
弟
近
居
鎌
倉
、
日
日
偕
内
人
歩
十
餘
里
、
數
里
不
等
、
出
游
致
足
樂
」
汪
康
年
（
一
八
六
〇

~
一
九
一
一
）
は
、
浙
江
省
杭
州
の
人
、
字
は
穣
卿
、
光
緒
二
十
（
一
八
九
四
）
年
の
進
士
。
一
八
九
〇
年
よ
り
張
之
洞
の
も
と
で
両
湖

書
院
の
教
師
な
ど
を
歴
任
、
一
八
九
六
年
に
上
海
へ
移
り
旬
報
『
時
務
報
』
を
創
刊
（
の
ち
『
昌
言
報
』
と
改
称
）、
一
八
九
八
年
に
日
刊

『
時
務
日
報
』 （
ま
も
な
く
『
中
外
日
報
』
と
改
む
） 
を
刊
行
す
る
な
ど
し
た
。

（
13
）  

「
銭
恂
年
譜
」
拠
『
汪
康
年
師
友
書
札
』、「
恂
居
牛
込
仲
﹇
之
﹈
町
︙
︙
前
函
題
麻
布
區
誤
」。
地
番
省
略
、
以
下
同
。

（
14
）  

「
銭
恂
年
譜
」
拠
『
東
京
朝
日
新
聞
』、
鈴
木
智
夫
訳
・
単
士
釐
『
癸
卯
旅
行
記
訳
註
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
一
八
〇
頁
注
一
三

参
照
。

（
15
）  

「
銭
恂
年
譜
」
拠
『
汪
康
年
師
友
書
札
』、「
呉
君
稚
暉
來
、
恂
理
應
先
導
、
惟
恂
避
地
鎌
倉
、
至
今
尚
未
相
晤
。
游
事
以
使
館
為
介
。
自

便
利
」。
呉
稚
暉
（
一
八
六
五
~
一
九
五
三
、
名
は
敬
恒
）
は
、
江
蘇
省
武
進
の
人
。
一
八
九
八
年
ご
ろ
か
ら
変
法
思
想
に
傾
倒
、
翌
年
の

南
洋
公
学
学
長
に
就
任
、
蔡
元
培
と
親
し
く
な
る
。
一
九
〇
一
年
春
、
日
本
に
私
費
留
学
し
て
宏
文
学
院
に
入
り
、
孫
文
ら
の
革
命
同
盟

会
に
参
加
。
翌
年
、
デ
モ
に
参
加
中
、
駐
日
公
使
蔡
鈞
に
よ
り
強
制
排
除
さ
れ
た
悲
憤
か
ら
自
殺
を
図
っ
た
た
め
、
日
本
を
逐
わ
れ
帰
国

し
た
。
翌
年
再
来
日
し
て
い
た
が
再
帰
国
し
、
蔡
元
培
ら
と
上
海
で
愛
国
学
社
を
組
織
し
た
。
の
ち
、
中
国
国
民
党
の
反
共
右
派
と
し
て

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
二
号
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活
動
し
た
。
橋
川
時
雄
『
中
国
文
化
界
人
物
総
鑑
』
覆
刻
版
（
名
著
普
及
会
、
一
九
八
二
年
）
一
四
一
頁
ほ
か
参
照
。

（
16
）  

『
近
衛
来
簡
』
四
十
五
、
四
十
六
（
四
四
八
頁
の
四
十
六
項
影
印
は
、
名
を
「
錢
鑅
」
と
記
す
）、「
去
十
日
間
、
恂
接
張
之
洞
君
來
電
、

有
命
代
呈
︙
︙
恂
住
鎌
倉
︙
︙
坂
ノ
下
町
︙
︙
錢
恂
」。
同
一
九
〇
一
年
九
月
八
日
、
長
岡
護
美
子
爵
が
近
衛
篤
麿
へ
銭
恂
の
書
状
及
び
張

之
洞
電
文
を
届
け
る
（『
近
衛
日
記
』
第
四
巻
二
七
四
頁
）。

（
17
）  

『
近
衛
日
記
』
第
四
巻
「
約
に
よ
り
、
岸
田
吟
香
、
銭
恂
等
に
面
会
す
。
銭
は
近
々
出
発
帰
国
す
る
と
の
事
な
り
」（
二
七
八
頁
）。

（
18
）  

『
銭
玄
同
日
記
（
整
理
本
）』
十
一
~
十
三
頁
。
万
翠
楼
福
住
は
、
寛
永
二
（
一
六
二
五
）
年
創
業
の
老
舗
旅
館
。
同
行
者
は
、
銭
恂
、

単
士
釐
、
妾
朝
日
、
銭
潤
輝
（
銭
恂
次
女
）・
董
鴻
禕
夫
妻
と
子
女
三
人
、
銭
穟
孫
（
銭
恂
次
男
）、
銭
玄
同
。

（
19
）  

『
銭
玄
同
日
記
（
整
理
本
）』
三
一
~
三
二
頁
。「
全
家
往
游
江
島
」
と
記
し
、
十
三
人
連
れ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
銭
恂
主
催
の
旅
行
と
思

わ
れ
る
。
銭
稲
孫
・
包
豊
保
夫
妻
と
娘
亜
新
の
三
人
が
加
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
20
）  

直
前
の
住
所
は
、
牛
込
矢
来
町
。
拙
稿
「
単
士
釐
一
家
と
下
田
歌
子
と
の
交
流
」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
五
十
一
号
、
九
州
大
学
中
国

文
学
会
、
二
〇
二
二
年
、
九
五
~
一
一
二
頁
）
参
照
。

（
21
）  

前
掲
「
銭
恂
年
譜
」
に
よ
る
と
、
一
九
〇
六
年
六
月
四
日
、
早
稲
田
大
学
教
授
青
柳
篤
恒
宛
書
簡
に
記
す
銭
恂
の
住
所
は
本
郷
根
津
西

須
賀
町
（
一
六
一
頁
）、
根
津
神
社
の
西
側
裏
手
付
近
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
22
）  

『
浙
江
潮
』
第
二
期
は
下
三
字
を
「
親
兼
友
」
に
作
る
。

（
23
）  

「
駪
征
」
は
、『
詩
経
』
小
雅
「
皇
皇
者
華
」
を
指
す
。「
四
牡
」
も
『
詩
経
』
小
雅
に
あ
り
「
鹿
鳴
」
と
と
も
に
宴
席
で
愛
唱
さ
れ
た
。

（
24
）  

『
浙
江
潮
』
第
二
期
は
「
酥
」
字
を
「
蘇
」
に
作
る
。

（
25
）  

詩
題
に
異
同
が
あ
る
。『
浙
江
潮
』
は
「
江
島
金
龜
樓
餞
歳
和
蹞
歩
主
人
元
韻
」、『
湖
南
文
藝
本
』
は
「
江
島
金
龜
楼
餞
歳
積
蹞
歩
齋
主

人
原
韻
」
と
作
る
。『
浙
江
潮
』
は
銭
恂
詩
「
庚
子
陰
曆
除
夕
述
懷
時
在
日
本
」
を
先
に
置
き
、
次
に
本
詩
と
単
士
釐
「
春
日
偕
積
蹞
歩
主

人
及
夏
地
山
夫
婦
又
夏
循
蘭
再
游
江
島
再
歩
原
韻
」
を
載
せ
る
。

（
26
）  

「
卯
酉
」
は
、
東
と
西
、
ま
た
は
卯
酉
線
。
第
五
十
四
句
は
、『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
二
十
四
年
六
月
「
嫠
不
恤
其
緯
而
憂
宗
周
之
隕
（
嫠　

其
の
緯
を
恤
え
ず
し
て
宗
周
の
隕
を
憂
う
）」
に
拠
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
艦
隊
の
択
捉
島
出
現
に
対
し
て
海
防
の
必
要
性
を
訴
え
た
蒲
生
君

平
の
『
不
恤
緯
』（
一
八
〇
八
年
筆
、
五
八
年
刊
）
を
想
起
さ
せ
る
。「
枉
自
」
は
、
む
ざ
む
ざ
と
、
む
だ
に
。
二
十
六
、
二
十
七
聯
原
文
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は
以
下
の
と
お
り
（
小
字
は
自
注
）。「
且
結
愛
國
同
文
友
、
不
盡
驪
黃
與
牝
牡
。
舉
杯
痛
飮
屠
蘇
酒
、
更
酌
金
龜
惠
比
壽
。
是
日
全
家
偕
東
友
游
江

島
、
飮
于
金
龜
樓
也
。『
惠
比
壽
』、
日
本
製
麥
酒
名
。」

（
27
）  
関
西
中
国
女
性
史
研
究
会
『
中
国
女
性
史
入
門
―
女
た
ち
の
今
と
昔
―
』（
人
文
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
野
村
鮎
子
「
旧
中
国
の
婚

姻
」（
一
六
~
一
七
頁
）、
同
「
家
庭
内
の
女
性
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
」（
一
七
四
~
一
七
五
頁
）
ほ
か
参
照
。

（
28
）  

松
本
暉
男
「
近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
婦
制
の
発
展
」（
関
西
大
学
人
文
科
学
研
究
所
『
関
西
大
学
法
学
論
集
』
第
十
三
巻
四
―
六

号
、
三
七
七
~
四
一
二
頁
）
ほ
か
参
照
。

（
29
）  

『
癸
卯
旅
行
記
』
三
月
四
~
六
日
（
西
暦
四
月
一
~
三
日
）
参
照
。

（
30
）  

『
銭
玄
同
日
記
（
整
理
本
）』
一
九
〇
五
年
十
二
月
九
日
（
九
頁
）。

（
31
）  

劉
氏
は
復
旦
大
学
蔵
書
二
種
よ
り
「
陳
鴻
祥
『
受
茲
室
詩
稿
』
未
收
詩
作
」
を
作
成
し
た
と
記
す
が
、
二
首
の
出
典
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。

（
32
）  

「
銭
恂
年
譜
」
一
八
一
頁
参
照
。
銭
恂
は
、
直
前
の
三
月
三
日
、
北
京
で
開
か
れ
た
横
浜
正
金
銀
行
晩
餐
会
に
出
席
し
て
い
る
。

（
33
）  

劉
氏
論
文
に
よ
る
と
『
受
茲
室
詩
鈔
』
所
収
。

（
34
）  

『
人
事
興
信
録
』
第
二
版
（
人
事
興
信
所
、
一
九
〇
八
年
）
一
〇
八
頁
「
池
田
詮
政
」
の
項
参
照
。
な
お
、「
華
族
女
学
校
高
等
中
学
科

卒
業
生
氏
名
」（『
女
子
学
習
院
一
覧 

昭
和
二
年
乙
』（
女
子
学
習
院
、
一
九
二
八
年
）
明
治
三
十
七
年
七
月
卒
業
者
に
「
池
田
信
子
」
と

あ
る
が
、
華
族
で
は
な
い
こ
と
、
現
姓
を
「
本
山
」
と
付
記
す
る
こ
と
か
ら
別
人
と
判
断
し
た
。

（
35
）  

旧
岡
山
藩
下
屋
敷
。
約
三
万
八
千
平
方
メ
ー
ト
ル
も
の
敷
地
に
は
鴨
場
も
あ
り
、
遠
く
に
富
士
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
昭

和
の
初
め
頃
か
ら
住
宅
地
と
し
て
割
譲
が
始
ま
っ
た
。
戦
後
、
そ
の
一
部
約
七
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
品
川
区
が
買
収
し
、 

一
九
八
四
年
に

回
遊
式
庭
園
「
池
田
山
公
園
」
が
整
備
さ
れ
た
。

（
36
）  

池
田
信
子
関
連
資
料
は
、「
信
子
様
天
城
邸
御
縁
組
一
件
」（
一
八
八
七
年
）、「
信
子
様
御
縁
組
一
件
」（
一
八
八
七
~
八
八
年
）、「
信
子

様
御
親
族
書
」（
一
九
一
一
年
）、「
信
子
様
御
婚
礼
関
係
書
類
」（
一
九
一
一
年
）、「
信
子
君
御
縁
組
諸
書
綴
」（
一
九
一
一
年
）、「
信
子
君

御
縁
組
諸
書
綴
」（
一
九
一
一
年
）、「
信
子
様
御
縁
組
費
領
収
証
」（
一
九
一
一
年
）
以
上
七
点
。
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
「
池
田
家
文
庫

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
」（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
=https://ousar.lib.okayam

a-u.ac.jp/ikedake/m
icro/ja

、
最
終
確
認
日

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
二
号

156



=
二
〇
二
三
年
八
月
一
日
）
参
照
。
な
お
、
同
文
庫
に
は
、
明
治
期
の
鎌
倉
関
連
資
料
と
し
て
、
相
良
国
太
郎
『
鎌
倉
案
内
』（
一
八
八
八

年
）、「
鎌
倉
実
測
図
」（
一
八
八
八
年
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
=https://repo.lib.okayam

a-u.ac.jp/zoom
ify/T9-43.htm

l

、
最
終
確
認
日
=
二
〇
二
三

年
八
月
三
日
）
が
あ
る
。

（
37
）  
当
主
宣
政
（
一
九
〇
四
~
八
八
）
が
未
成
年
で
あ
っ
た
た
め
、
兄
の
勝
吉
男
爵
（
一
八
七
四
~
一
九
四
一
）
の
養
女
と
な
っ
た
の
ち
に

結
婚
。
佐
々
木
祐
言
は
再
婚
で
あ
っ
た
。

（
38
）  

善
照
寺
坊
守
佐
々
木
晴
美
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
39
）  

横
田
順
彌
『「
天
狗
倶
楽
部
」
快
傑
伝
― 

元
気
と
正
義
の
男
た
ち
―
』
朝
日
選
書
九
九
八
（
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
九
年
）
三

一
九
~
三
二
七
頁
参
照
。
泉
谷
祐
勝
夫
人
の
鎮
子
は
、
池
田
信
子
の
実
妹
。

（
40
）  

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧
可
能
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
=https://dl.ndl.go.jp/pid/754099

、
最
終
確
認
日
=
二
〇
二
三
年

八
月
一
日
）。

（
41
）  

『
南
木
誌
』
五
巻
本
（
元
治
元
年
跋
）
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧
可
能
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
=https://dl.ndl.go.jp/

pid/2608252

、
最
終
確
認
日
=
二
〇
二
三
年
八
月
一
日
）。

（
42
）  

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧
可
能
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
=https://dl.ndl.go.jp/pid/2607988

、
最
終
確
認
日
=
二
〇
二
三

年
八
月
一
日
）。

（
43
）  

前
掲
『
別
荘
物
語
』
に
「
明
治
四
十
五
年
段
階
に
お
け
る
鎌
倉
の
皇
族
・
華
族
の
別
荘
七
一
戸
中
（
鵠
沼
地
区
含
む
）
十
七
戸
が
長
谷
・

坂
ノ
下
地
区
に
集
中
し
て
い
た
」（
八
二
頁
）、「
明
治
期
、
家
屋
割
り
の
町
税
の
最
も
高
い
の
は
八
幡
前
の
若
宮
大
路
西
側
と
長
谷
・
坂
ノ

下
地
区
で
あ
っ
た
」（
八
七
頁
）。
同
書
六
四
頁
「
表
二　

字
別
戸
数
の
変
化
」
に
よ
る
と
坂
ノ
下
の
戸
数
は
、
一
八
八
六
年
十
二
月
一
二

七
戸
、
一
九
一
二
年
一
月
二
〇
四
戸
。

（
44
）  

別
荘
所
有
者
数
は
二
十
五
、
他
の
華
族
は
、
旧
肥
前
大
村
藩
主
大
村
純
雄
伯
爵
、
児
玉
源
太
郎
陸
軍
大
将
子
息
の
秀
雄
伯
爵
。

（
45
）  

『
読
売
新
聞
』
一
九
〇
二
年
九
月
二
十
四
日
朝
刊
一
頁
に
「
池
田
候　

宿
痾
保
養
の
爲
一
昨
日
鎌
倉
に
赴
く
」、
と
あ
り
、『
貿
易
新
報
』

明
治
三
八
年
八
月
四
日
記
事
中
の
別
荘
所
有
者
に
も
「
池
田
候
」
と
記
す
（
前
掲
『
別
荘
物
語
』
五
五
頁
）。

（
46
）  

池
田
仲
博
（
一
八
七
七
~
一
九
四
八
）
は
、
徳
川
慶
喜
五
男
、
信
子
の
従
兄
に
あ
た
る
。
別
荘
所
在
地
は
、
長
谷
（
現　

鎌
倉
市
長
谷

単
士
釐
の
鎌
倉
暮
ら
し
と
日
本
人
女
性
と
の
交
流
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三
丁
目
）、
単
士
釐
旧
居
跡
よ
り
徒
歩
十
五
分
弱
。

（
47
）  

明
治
三
十
二
年
一
月
三
十
一
日
に
「
昌
子
内
親
王
・
房
子
内
親
王
二
月
十
日
よ
り
寒
を
侯
爵
池
田
仲
博
の
鎌
倉
の
別
邸
に
避
け
ん
と
す
」

（
五
八
五
頁
）。

（
48
）  
『
と
し
よ
り
の
は
な
し
』
第
四
版
（
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
四
年
）
に
「
久
邇
宮
さ
ま
は
坂
ノ
下
の
池
田
さ
ん
へ
毎
年
夏
避
暑
に

来
ら
れ
」
た
と
記
す
（
一
二
八
頁
）
が
、
昔
語
り
の
た
め
時
期
は
不
明
。
池
田
詮
政
の
夫
人
安
喜
子
は
、
久
邇
宮
邦
彦
（
一
八
七
三
~
一

九
二
九
、
香
淳
皇
后
父
）
の
実
姉
。

（
49
）  

前
出
佐
々
木
晴
美
氏
に
よ
る
。
信
子
は
祐
言
逝
去
後
、
祐
哲
と
再
婚
、
各
々
一
女
が
あ
っ
た
と
い
う
。
信
子
逝
去
後
、
遠
戚
よ
り
養
子

を
迎
え
継
承
さ
れ
て
い
る
。
当
初
の
地
は
、
接
収
さ
れ
て
Ｊ
Ｒ
三
宮
駅
や
学
校
と
な
っ
た
と
の
こ
と
。

執
筆
に
あ
た
り
情
報
を
提
供
く
だ
さ
っ
た
岡
山
大
学
土
屋
聡
教
授
、
神
戸
市
善
照
寺
住
職
佐
々
木
様
ご
夫
妻
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。
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